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 第 1 章は開架制の研究史をまとめている。開架制は公立図書館の思想や実践と深く
結びついているが、学術研究として正面から扱われてこなかったことを確認している。




 第 2 章は開架制導入以前の議論の検討である。合衆国教育局『特別報告』（1876）で、
公立図書館指導者の J. Winsor や W.F. Poole は、図書が大量に刊行され、多様な人が利
用する公立図書館の場合、利用者と図書の接触を出納カウンターに限定すべきである
と主張した。1887 年のアメリカ図書館協会（ALA）年次大会でポータケット（Pawtucket, 
RI）公立図書館長 M. Sanders が自館の開架制について報告したものの、開架制を支持











求めに応じて職員が解錠した。1889 年に開館した H. Putnam 館長のミネアポリスでは
書庫内にアルコーヴを設け、利用目的が明確な人に幅広く入庫許可証を発行した。両
者は次のような開架の利点を訴えた。 (1)利用者の支持、 (2)貸出冊数増大、 (3)ノンフ
ィクションの利用増加、(4)職員減による経済効率の向上、(5)利用者への信頼という道










増大は図書館に訴求力があり、開架制は 1890 年代後半になると受容されていった。  
 第 4 章では、本格的な開架制を導入したバッファローを起点に、開架制が定着する














 第 5 章は最後の開架制論議を検討している。1900 年代前半に開架制は認知され、バ
ッファロー方式がモデルになっていた。しかし、1906 年から新聞で開架制での盗本や
紛失本が大きく取り上げられ、閉架制への回帰こそ求められなかったが、対策が必要
とされた。1908 年の ALA 年次大会では開架制と盗本や紛失本との関係や対策が討議
された。しかし、開架制は定着しており、問題は各館の運用であるため、紛失本への
対処の重視を確認するに留まった。これが最後の本格的な開架制論議となった。  
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階級との関係、(3)開架制と読書の統制の多様化という 3 点からまとめておきたい。  
(1) 本論文の全体的な意義  
本論文は開架制についての唯一の学術的、包括的、歴史的研究である。とりわけ、
明確に「開架制前史」、1890 年からの「開架制導入」の時期、1900 年からの「開架制
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